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２
０
０
４
年
６
月
２
８
日
開
催

岡
大
職
組
２
０
０
４
年
度
定
期
大
会

「
２
０
０
３
年
度
活
動
経
過
報
告
」

６
月
９
日
開
催
の
岡
大
職
員
組
合
執
行
委
員
会
は
、
２
０
０
４
年
度
定
期
大
会
に
提
案
す
る
２
０
０
３

年
度
の
「
活
動
経
過
報
告
」
を
検
討
し
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

来
た
人
の
為
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
２
・

、
５
・

11

３
な
ど
憲
法
擁
護
、
教
育
基
本

法
改
悪
反
対
な
ど
の
集
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
実
行
委
員
会
団

体
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
合
唱
団
活
動
な
ど
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

（
１
）
学
長
交
渉

学
長
室
に
て
河
野
学
長
と
懇

談
し
ま
し
た
。
河
野
学
長
の
１

期
４
年
間
に
つ
い
て
の
感
想

や
、
今
後
の
、
特
に
法
人
化
後

の
大
学
像
や
学
長
像
を
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
や
、
学
長
と
教
職
員
と
の
関

係
、
さ
ら
に
は
組
合
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
の
内
容
は

「
組
合

、

だ
よ
り
」
の
新
春
特
集
号
（
２

０
０
４
年
２
月
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

学
長
・
事
務
局
長
交
渉
は
、

今
年
度
の
中
心
課
題
で
あ
る
就

業
規
則
お
よ
び
労
使
協
定
が
、

代
表
委
員
会
が
主
役
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
は
、
代

表
委
員
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

取
り
組
み
、
交
渉
は
持
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。

組
合
は
、
就
業
規
則
や
労
使

協
定
の
内
容
を
検
討
し
て
組
合

と
し
て
の
意
見
を
、
代
表
委
員

会
に
反
映
さ
せ
、
代
表
委
員
会

で
の
議
論
状
況
を
「
組
合
だ
よ

り
」
で
紹
介
す
る
こ
と
等
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
と
の
折
衝
の

必
要
が
生
じ
た
個
別
問
題
に
つ

い
て
は
、
そ
の
つ
ど
関
係
の
担

当
者
に
問
い
合
わ
せ
た
り
要
請

し
た
り
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

（
２
）
法
人
化
へ
の
対
応

７
月
９
日
に
参
議
院
で
国
立

大
学
法
人
化
法
案
が
可
決
さ

れ
、
岡
山
大
学
の
法
人
化
が
確

実
と
な
っ
て
か
ら
は
、
法
人
化

の
中
で
い
か
に
私
た
ち
労
働
者

が
自
分
た
ち
の
権
利
を
保
持
し

て
い
け
る
か
、
ま
た
（
３
）
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
事
業
場
別

・
部
局
別
職
員
代
表
委
員
会

（
代
表
委
員
会
）
に
、
組
合
が

そ
の
意
見
を
い
か
に
反
映
さ
せ

る
か
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
７
月

日
の

29

三
役
会
議
、
９
月

日
の
第
２

29、

、

回
執
行
委
員
会
で

就
業
規
則

労
使
協
定
、
労
働
協
約
、
代
表

委
員
会
や
、
今
後
の
岡
山
大
学

職
員
組
合
が
直
面
す
る
で
あ
ろ

う
課
題
に
つ
い
て
学
習
、
検
討

し
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
委
員
が
選
出
さ

れ
る
前
の

月

日
に
「
法
人

10

22

化
緊
急
学
習
会
」
を
行
い
、
今

後
の
組
合
の
あ
り
方
や
、
代
表

委
員
会
に
よ
り
多
く
の
組
合
員

が
選
出
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

月

日
の
第
４

11

25

回
執
行
委
員
会
で
は
、
執
行
委

員
以
外
に
代
表
委
員
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
、
各
職
場
の
抱
え

て
い
る
問
題
点
を
出
し
合
っ
た

り
、
代
表
委
員
会
を
ど
う
し
た

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

２
０
０
３
年
度

活
動
経
過
報
告

２
０
０
４
年
６
月
９
日

岡
大
職
組
執
行
委
員
会

は
じ
め
に

国
立
大
学
の
法
人
化
に
関
し

て
、
執
行
委
員
会
を
中
心
に
、

就
業
規
則
、
労
働
協
約
、
事
業

場
別
・
部
局
別
職
員
代
表
委
員

（

、

）

会

以
下

代
表
委
員
会
と
略

と
組
合
の
役
割
に
つ
い
て
学
習

を
重
ね
ま
し
た
。
ま
た

「
組

、

合
だ
よ
り
」
で
就
業
規
則
や
代

表
委
員
会
に
つ
い
て
の
情
報
を

。

、

広
め
ま
し
た

全
大
教
の
大
会

単
組
代
表
者
会
議
、
教
研
集
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
中
四
国
の

大
学
組
合
と
の
連
携
を
強
め
ま

し
た
。
岡
大
職
組
（
連
合
体
）

三
役
と
単
組
と
の
話
し
合
い
を

持
ち
ま
し
た
。
単
組
活
動
の
支

援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
人
権

部
の
法
律
相
談
所
で
、
相
談
に



２００４年６月１０ 日 組合だより 第７２ 号（２）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ら
働
く
職
場
の
声
を
本
当
に
反
映
す

る
も
の
に
で
き
る
か
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

一
方
、
代
表
委
員
会
制
度
の
発
足

に
際
し
て
、

月

日
に
組
合
三
役

10

31

と
事
務
局
側
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ

り
、
中
富
委
員
長
と
村
上
副
委
員
長

が
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
管
理
委
員
長
お
よ

び
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月

日
に
は
全
大
教
書

31

記
長
の
森
田
氏
を
招
き

「
法
人
移

、

行
を
め
ぐ
る
状
況
と

組
合
の
あ
り

方
」
と
い
う
題
目
で
学
習
会
を
し
ま

し
た
。

今
後
、
法
人
と
し
て
の
岡
山
大
学

が
よ
り
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
よ

う
、
組
合
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
３
）
事
業
場
別
・
部
局
別
職

員
代
表
委
員
会
（
代
表
委
員

会
）
と
組
合
の
取
り
組
み

非
公
務
員
化
に
と
も
な
い
私
た
ち

の
労
働
条
件
は
国
家
公
務
員
法
と
人

事
院
規
則
に
よ
る
法
定
主
義
の
世
界

か
ら
労
使
対
等
の
契
約
の
世
界
へ
移

行
し
ま
し
た
。

労
働
基
準
法
の
定
め
る
就
業
規
則

の
制
定
と
労
使
協
定
の
締
結
を
行
う

た
め
に
労
働
者
の
過
半
数
代
表
を
選

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
岡
山
大

学
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
代
表
委
員

会
制
を
採
用
し
こ
れ
に
対
処
し
ま
し

た
。過

半
数
代
表
者
の
選
出
方
法
に
は

過
半
数
の
署
名
を
集
め
る
な
ど
ほ
か

の
方
法
も
あ
り
得
ま
し
た
が
事
業
場

規
模
が
大
き
く
署
名
を
集
め
る
労
力

が
並
大
抵
で
な
い
こ
と
や
過
半
数
代

表
者
個
人
へ
責
任
が
集
中
す
る
こ
と

か
ら
代
表
委
員
会
制
が
最
善
の
方
法

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

代
表
委
員
の
選
出
方
法
、
代
表
委

員
会
規
程
の
検
討
を
組
合
と
大
学
が

対
等
の
立
場
で
検
討
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
を
組
合
役
員
と
大
学
人
事
課

職
員
の
同
数
で
構
成
し
ま
し
た
。
組

合
は
各
部
局
で
可
能
な
限
り
代
表
者

を
推
薦
し
、
多
く
の
代
表
者
を
委
員

会
に
送
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。組

合
は
就
業
規
則
・
労
使
協
定
の

学
習
会
を
開
き
、
代
表
委
員
メ
ン
バ

ー
と
も
率
直
に
討
論
し
、
組
合
員
の

意
見
を
代
表
委
員
会
へ
反
映
す
る
た

。

、

め
の
取
り
組
み
を
し
ま
し
た

ま
た

代
表
委
員
会
自
身
が
広
報
の
手
段

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
委

員
会
で
の
議
論
の
推
移
を
「
組
合
だ

よ
り
」
を
通
し
て
全
学
に
知
ら
せ
ま

し
た
。

代
表
委
員
会
は
民
主
的
に
運
営
さ

れ
、
各
部
局
・
階
層
か
ら
の
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
の
い

く
つ
か
は
就
業
規
則
や
労
使
協
定
に

反
映
さ
れ
、
労
働
条
件
の
改
善
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
非

常
勤
職
員
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
今

後
の
課
題
と
し
て
見
送
ら
れ
た
も
の

も
数
多
く
あ
り
ま
す
（

組
合
だ
よ

「

り
」

号
、
参
照

。）

71
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
不
十
な

結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り

ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
代
表
委
員

会
の
活
動
と
そ
れ
へ
の
組
合
の
取
り

組
み
は
、
現
在
の
組
合
の
力
量
と
法

人
化
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
の
範
囲

で
そ
れ
な
り
の
成
果
を
得
た
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
は
、
引
き
続
き
積
み
残
し
た

課
題
へ
の
代
表
委
員
会
の
取
り
組
み

に
組
合
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
就
業
規
則
な
ど
の
不
十
分

な
点
に
つ
い
て
組
合
独
自
に
団
体
交

渉
を
お
こ
な
い
労
働
協
約
を
締
結
し

て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て

。

い
ま
す

（
４
）
人
権
部

お
よ
び
法
律
相
談
所

１
２
月
に
人
権
部
を
発
足
さ
せ
、

１
２
月
か
ら
こ
れ
ま
で
毎
月
１
回
、

計
７
回
、
無
料
法
律
相
談
所
「
ユ
ニ

オ
ン
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
顧
問
弁

護
士
の
平
井
昭
夫
・
近
藤
幸
夫
弁
護

士
に
、
担
当
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
ま
た
、
４
人
の
人
権
部
メ
ン

バ
ー
が
、
案
内
、
受
付
、
そ
の
後
の

問
題
処
理
を
す
べ
て
担
当
し
、
相
談

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
を

基
本
に
運
営
し
て
き
て
い
ま
す
。

「
ユ
ニ
オ
ン
」
で
の
相
談
内
容
が

大
学
の
職
場
の
問
題
や
身
分
労
働
条

件
に
か
か
わ
る
案
件
で
、
当
人
の
希

望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
組
合
と
し

て
事
務
局
に
質
問
・
要
請
し
た
り
、

当
局
交
渉
を
し
た
り
し
て
解
決
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
。

（
５
）
広
報
活
動

「
組
合
だ
よ
り
」
の
月
２
回
刊
行

（
昨
年
７
月
以
降
第

号
で
、
特
集

73

号
を
含
め
て
１
７
回
発
刊
）
が
ほ
ぼ

定
着
し
ま
し
た
。

「
組
合
だ
よ
り
」
は
、
法
人
化
を

め
ぐ
る
全
国
の
状
況
、
岡
山
大
学
の

、

、

動
き

岡
大
職
組
の
活
動
を
紹
介
し

そ
こ
で
の
問
題
点
や
課
題
を
整
理

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）



２００４年６月１０ 日 組合だより 第７２ 号（３）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

し
て
い
く
う
え
で
、
一
定
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
紙
面
に
関
し
て
は
、
３
月

か
ら
４
ペ
ー
ジ
だ
て
に
倍
増
し
、
活

字
も
大
き
く
な
り
、
読
み
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

河
野
学
長
と
の
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ

（

）

、

、

ー
特
集
号

２
月

は

こ
れ
ま
で

学
長
交
渉
の
場
合
に
学
長
の
意
見
を

聞
く
多
く
の
項
目
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
部
分
は
独
立
さ
せ
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
広
報
部
に
移
し
、

本
来
の
交
渉
部
分
と
切
り
離
す
べ
き

だ
と
の
判
断
か
ら
、
は
じ
め
て
試
み

た
も
の
で
今
後
も
学
長
を
は
じ
め
大

学
執
行
部
の
顔
と
見
解
が
見
え
る
よ

う
に
す
る
場
と
し
て
、
試
み
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

、

、

さ
ら
に

職
場
の
実
態
の
紹
介
や

意
見
交
流
の
場
と
し
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
６
）
文
化
・

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動

２
０
０
２
年
４
月
に
発
足
し
た
合

唱
団
は
、
２
０
０
３
年
４
月
に
「
ア

メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
を
歌
う

会
」
と
し
て
再
発
足
し
、
加
藤
晴
子

先
生
の
指
導
の
も
と
活
動
を
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

１
２
月
１
０
日
に
は
、
法
文
経
単

組
の
５
０
周
年
記
念
行
事
に
招
か
れ

歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は

「
う
ま
い
か
ど
う
か
は
と
も

、

か
く
、
皆
さ
ん
、
楽
し
そ
う
に
歌
っ

て
い
た
の
が
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で

「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・

、

」、「

」、

グ
レ
ー
ス

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

「
さ
と
う
き
び
畑

「
大
き
な
古
時

」
、

計

「
少
年
時
代

「
乾
杯

「
翼

」
、

」、

」、

を
下
さ
い
」
な
ど
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー

に
加
え

現
在

ビ
リ
ー
ブ

い

、

、「

」、「

い
日
旅
立
ち
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ス

ト
レ
ス
の
多
い
大
学
生
活
の
な

か
で

「
ゆ
と
り
」
と
「
笑
い
」
の

、

場
と
し
て
我
々
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
、
参
加
者
が
固
定

し
て
き
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
通
り
映
画
・
演
劇
・

集
会
等
へ
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

、「

」

今
年
度
は

５
・
３
の
憲
法
集
会

に

参
加
費
の
半
額
に
当
た
る
５
０

０
円
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

（
７
）
平
和
・

民
主
主
義
の
取
り
組
み

憲
法
・
教
育
基
本
法
を
軸
に
、
こ

れ
を
守
り
発
展
さ
せ
る
運
動
に
参
加

し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は

「
憲
法
の
つ
ど
い

、

岡
山
実
行
委
員
会
」
に
実
行
委
員
会

団
体
と
し
て
参
加
し
、
１
１
月
３
日

の
講
演
会
（
菱
木
一
美
―
元
共
同
通

信
論
説
副
委
員
長
・
広
島
修
道
大
学

教
授

「
ブ
ッ
シ
ュ
の
戦
争
と
私
た

、

ち

、
５
月
３
日
「
輝
け
日
本
国
憲

」）

法
集
会

（
小
田
実
「
戦
争
か
平
和

」

か
―
良
心
的
軍
事
拒
否
国
家
を
目
指

し
て
―

）
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

」

ま
た

「
建
国
記
念
の
日
」
問
題

、

連
絡
協
議
会
に
実
行
委
員
会
団
体
と

し
て
参
加
し
、
２
・
１
１
建
国
記
念

の
日
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
（
森

英
樹
名
古
屋
大
学
教
授
「
日
本
国
憲

法
の
風
景
・
２
０
０
４
年

）
の
集

」

会
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

教
育
基
本
法
関
係
で
は

「
子
ど

、

も
と
教
育
岡
山
県
民
の
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
当
該
団
体
が
中
心

と
な
っ
た
「
い
ま
こ
そ
生
か
そ
う
教

育
基
本
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
も

参
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
四
国
私
立
大
学
教
職

員
組
合
交
流
集
会
が
５
月
２
２
日
に

開
催
さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

例
年
通
り
、
メ
ー
デ
ー
へ
の
参
加
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

人
権
関
係
で
は
、
７
月
５
・
６
日

に
岡
山
大
学
で
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
９
回
全
国
集

会
を
後
援
し
ま
し
た

（
８
）
組
合
員
拡
大

今
年
度
は
、
前
年
度
の
よ
う
な
大

規
模
な
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
単
組
の
地
道

な
努
力
の
お
か
げ
か
、
今
ま
で
に
組

合
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
人
が
、
新

た
に
加
入
す
る
単
組
も
出
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
未
加
入

者
が
加
入
す
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

）

（

次
ペ
ー
ジ
へ

....... 
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各単組の代議員の方は、
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お弁当を用意します。

２００年６月１０日 組合だより 第７２ 号（４）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
９
）
単
組
支
援
、
お
よ
び

単
組
と
連
合
体
の
連
携

単
組
支
援
と
し
て
、
農
単
組
の
い

も
ほ
り
会
へ
の
援
助
（

月

日
、

10

11

）

。

案
内
ビ
ラ
の
配
布

を
行
い
ま
し
た

ま
た
、
７
月
９
日
に
は
荻
野
書
記
長

が
附
属
学
園
単
組
の
執
行
委
員
会
に

出
席
し
、
７
月

日
に
は
中
富
委
員

30

長
が
教
育
単
組
で
法
人
化
に
関
し

て
講
演
を
行
い
、
３
月

日
に
は
中

11

富
委
員
長
が
附
属
学
園
単
組
の
定
期

大
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
多
方
面
に

各
単
組
と
連
携
を
深
め
て
き
ま
し

た
。ま

た
（
６
）
文
化
・
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
12

月

日
の
法
文
経
単
組
設
立

周
年

10

50

記
念
行
事
で
は
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・

グ
レ
ー
ス
を
歌
う
会
」
が
日
頃
鍛
え

た
歌
声
を
披
露
し
「
喝
采
」
を
浴
び

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
連
合
体
と

単
組
と
の
連
携
は
深
ま
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
さ
ら
に
一
層
の
連
携

強
化
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

、

、

執
行
委
員
会
で
は

法
人
化
後
も

岡
大
職
組
を
従
来
ど
お
り
連
合
体
組

織
と
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
組
の
個
性

や
自
主
性
を
尊
重
し
、
単
組
を
基
本

に
、
連
合
体
形
式
の
有
効
性
を
発
揮

で
き
る
活
動
ス
タ
イ
ル
を
工
夫
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な

り
ま
す
。

（
１
０
）
組
織
財
政
活
動

２
０
０
１
年
度
か
ら
副
委
員
長
を

若
干
名
（
そ
れ
以
前
は
１
名
）
に
規

約
改
正
し
て
、
副
委
員
長
３
人
体
制

を
２
年
間
続
け
、
執
行
体
制
の
充
実

を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

、

、

２
０
０
３
年
度
は

副
委
員
長
が

人
権
部
と
広
報
、
法
人
化
の
下
で
の

労
使
関
係
の
検
討
、
教
研
活
動
の
課

題
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
委
員
長
が

代
表
機
能
お
よ
び
大
学
憲
章
担
当
、

書
記
長
が
全
体
の
事
務
の
統
括
と
い

う
分
業
体
制
が
で
き
て
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に
執
行

体
制
が
強
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
執
行
体
制
を
さ
ら
に
本
格

的
な
専
門
部
体
制
と
し
て
よ
り
強
化。

し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す

財
政
に
関
し
て
は
、
一
昨
年
の
定

期
大
会
で

「
会
計
に
つ
い
て
も
公

、

認
会
計
士
の
監
査
を
得
る
な
ど
新
し

い
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
」
こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
の
規
約
改
正
と
の
関
連

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
誰
で
も
が
参
加
で
き

る
オ
ー
プ
ン
な
組
合
活
動
の
あ
り
方

を
追
究
し
な
が
ら
、
新
し
い
大
学
づ

く
り
の
一
翼
を
担
う
こ
と
の
で
き
る

組
合
づ
く
り
、
交
渉
能
力
を
持
っ
た

組
合
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
課
題
で
す
。

（
１
１
）
全
大
教
お
よ
び

中
四
協
と
の
連
携

全
国
大
学
組
合
の
連
携
に
つ
い

て
、
全
大
教
の
法
人
化
に
対
す
る
取

り
組
み
に
可
能
な
限
り
参
加
す
る
と

と
も
に
、
中
国
四
国
地
域
に
お
け
る

大
学
組
合
と
の
連
携
を
は
か
っ
て
き

ま
し
た
。

月

日
の
岡
山
で
開
催
さ
れ
た

12

20

中
四
協
の
単
組
交
流
会
に
４
名
が
参

加
し
、
中
四
の
組
合
間
の
交
流
連
携

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

月

日
の
広
島
人
事
院
交
渉
に
は

12

25

２
名
が
参
加
し
て
大
学
の
実
情
を
訴

え
ま
し
た
。

６
月

‐

日
に
鳥
取
大
学
で
行

26

27

わ
れ
た
中
四
協
教
研
集
会
に
は
、
大

学
情
報
お
よ
び
組
合
の
今
後
に
つ
い

て
交
流
を
深
め
る
べ
く
、
最
低
４
名

は
参
加
し
よ
う
と
取
り
組
み
ま
し

た
。
中
四
国
地
域
以
外
の
全
大
教
参

加
の
大
学
組
合
と
の
情
報
交
換
を
中

心
と
す
る
連
携
交
流
も
、
こ
の
１
年

間
は
か
つ
て
な
く
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
、
組
合
レ
ベ
ル
で
の
大
学

間
交
流
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。


